
ヨ
コ

八
九
五

ヨ
コ
ヤ
マ
ナ
ガ
ハ

ル

横
山
長
治

航
山
長
知
の
一
官
七
。
法
名
泊
別
院
用
問
息
遣
郷
居
士
。
二
千
石
奥
カ
知
、
千
石
岡
心
知
U

を
領
し
た
。
政
学

=
子
。
辺
倒
柿
式
加
山
。
陸
自
民
十
年
伯
父
桃
山
凶
師
長
努
一

ヨ
コ

ヤ
マ
マ
サ
カ
ズ

横
山
政
和
泊
都
政
次
郎
・
一
江
都
に
子
役
す
る
こ
と
前
後
六
た
び
、
前

m
m壌
の

の
後
を
受
け
て
、治
知
の
う
ち
一
合
千
石
を
裂
い
だ
が
二
滋
人
・多
門
o
字
は
敬
夫
。
聞
州
は
そ
の
蹴
O
V
A
は
政

一
悦
子
た
り
し
時
そ
の
仰
と
な
り
、
天
保
七
年
正
且
夜

十
九
年
長
知
と
共
に
一
た
び
仕
を
僻
し
て
滞
を
去
一
孝
、
母
は
間
同
町
。
天
保
五
年
を
以
て
生
ま
れ
、
一一一蹴

一
し
た
o
年
四
十
九
o
政
学
最
も
易
を
好
み
、
亦
持
を

ムり
、
何
年
復
路
、
大
坂
耐
役
に
従
ひ
、
そ
の
後
役
に
一
に
し
て
矢
を
民
ひ
、
十
五
段
附
級
一
瓜
石
〈
内
二
千
一
普
〈
し
た
が
、
そ
の
集
中
諮
測
に
遊
ぶ
の
白
川
多
き
を

は
城
中
に
佼
入
し
て
渥
ん
緋
羽
織
の
敵
首
を
山
由
た
。
一
石
奥
力
知
・千
百
附
心
知
U

を
慌
し
、
二
十
歳
出
附
の
家
一

以
て
、
永
棋
伍
石
谷
て
法
制
長
の
印
を
刻
し
て
之
を

元
利
引
年
前
川
利
協
の
近
百
十
兵
術
な
る
者
を
成
敗
一
老
と
な
り
、
後
に
小
松
敏
代
を
倹
ね
た
。
次
い
で
明
一
贈
っ
た
。
倒
。
て
自
ら
恕
制
民
翁
と
鋭
L
、
脆
年
留

す
べ
き
命
を
得
て
之
を
仕
遂
げ
、
六
年
品
肺
五
tl
一h
を
一
治
元
年
執
政
に
間
で
ら
れ
、
同
嶋
本
多
政
均
と
力
を
一
ん
で
そ
の
印
を
用
ひ
た
。
文
似
を
哲
〈
L
、
好
み
て

加
魁
せ
ら
れ
て
合
計
一

一向
石
を
食
み
、
次
い
で
桝
谷
一
協
せ
て
出
抑
制
を
蛍
草
し
た
が
、
二
年
政
均
の
卒
後
政

一
花
升
を
描
い
た
。
政
学
の
時
集
を
致
滋
恥
刊
誌
・致
堂

信
也
守
守
本
の
姉
と
な
り
、
X
命
に
凶
り
て
柳
谷
氏
一
和
事
ら
取
に
的
。
、
持
い
で
金
柑
何
時
間
大
容
郁
に
任
ぜ

一
持
梨
外
編
と
い
ふ
。
県
の
他
時
卸
調
印
持
協
小
的
・携

を抑制
し、

御
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
寛
永
二
十
年
六

一
ら
れ、

随
拙
仰
に
京
っ
て
絡
め
た
。
後
剣
道
教
導
職
に

一堂前悶
今
集
・自
得
論
の
若
が
あ
る
。
そ
の
妥
附
蝶
・後

用
什
三
日

〈
一
作
五
且
=
一
日
〉
四
十
七
“
凶
を
以
て
夜
一
日
制
し
、
叉
気
多
榊
枇
{
呂
需
に
任
ぜ
ら
れ
、
晩
年
白
山

一
一
張
関
院
共
に
詩
を
能
く
し
た。

し
た
。
子
式
加
副
長
昌
〈
初
め
櫛
谷
品
川
被
〉
也
知
を
製
ぐ
一
比
時
前
枇
宮
司
と
な
り
、
明
治
世
六
年
六

'l
阪
に
し

一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
ザ
チ
カ

横
山
総
知

遇
勝
中
心勝。

の
際
、
折
紙
に
杭
山
式
部
と
記
さ
れ
た
る
を
以
て
、

一
て
夜
し
た
。
政
和
京
誠
忠
直
、
思
を
好
み
吟
詠
を
器

一
一
部
は
宗
知
。
長
知
の
七
男
。
正
保
三
年
長
知
老
後

ま
た
紋
山
民
に
復
L
、
弟
大
開
院
降
正
を
紳
谷
川
拙
似
た

一
く
し
、
又
本
誌
を
究
め
、
花
丹
を
栽
ゑ
、
金
石
を
銭
一
の
線
四
千
石
を
分
間
胸
ぜ
ら
れ
、入
持
組
に
列
し
た
が
、

b
し
め
た
が
、
こ
の
統
は
紛
え
た
。

一
め
て
自
ら
艇
み
、
老
後
白
山
嗣
附
山
努
水
明
の
境
に
一
一
品
治
中
波

L
、
子
な
〈
し
て
断
絶
し
た
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ナ
ガ
ヒ
デ

横
山
長

秀

小

宝
ニ
四
郎
、
{
北
を
築
い
て
悠
々
日
を
治
っ
た
。
そ
の
若
す
断
、
民

一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
サ
ノ
リ
様
山
政
訟
泊
柄
平
十
郎
・

伎
に
右
京
苑
・凶
怖
と
帯
し
た
。
宇
g
H
N
除
の
H
K
子
。
一
水
協
ね
稿
イ
四
谷
、
文
立
・
凶
利
各
若
干
容
、
長
滞

一多
富
。
関
は
隆
明
V
A
は
正
辿
、
字
は
子
恨
、
来
品
と

初
め
英
協
の
丸
毛
不
心
の
義
子
と
な
っ
た
こ

4
が

一
間
出
動
見
附
録
・京
都
守
衛
織
記
京
都
守
衛
祉
同
研
究
部

一
蹴
し
、
抽
出
を
絡
倍
、
苧
を
坐
帥
聞
と
い
う
た
。
杭
山
大

あ
る
。
天
正
十
二
年
前
川
利
M
K
に
引
へ

、
奴」
l
=一年

一
等
が
あ
る
。

一
利
守
抗
林
の
四
男
で
あ
っ
た
が
、
同
姓
版
人
正
従
の

四
且
河
北
川
烏
起
の
役
に
従
市
し
、
先
判
官
の
功
に
よ
一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
サ
カ
生

横
山
政
賢

杭
山
外
把
昌

一
廷
嗣
子
と
な
り
、
貸出何
十
年
家
勝
一
閃
石
〈
内
一
一
千

っ
て
徹
三
刊
石
を
似
は
り
、
後
補
次
附
し
て
九
千
二

一
行
の
義
子
。
れ
は
山
崎
総
般
の
三
男
。
泌

m
x五
郎
。

一
石
奥
力
知
千
石
岡
心
知
U

を
邸
ぎ
、
天
明
三
年

U
H

丙
抗
十
石
を
受
け
、
限
H
M
巾
利
市
に
川
附
し
て
小
松
に

一
明
和
二
年
目
行
の
辿
跡
を
縦
ぎ
、
品開=一
千
引
白
石
を

一
三
日
間
十
二
訟
で
残
し
た
。
そ
の
持
集
に
来
品
初
間

住
み
、
次
い
で
八
年
大
型
寺
城
代
に
仰
じ
、
十
年
十
一
賜
は
り
、
八
年
竹
村
則
記
事
行
、
安
永
六
年
寺
副
都
行
・
一
二
容
が
あ
る
。

一
且
波
し
た
。
法
蹴
彰
山
長
信
陪
士
。

一

公

尽

お

奉

行

殺

到

、
七
年
四
且
者
年
計
役
、
貨
政
九

一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
サ
ヒ
ロ

横
山
政
寛

政
般
の
子
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ハ
ル
ヒ
ラ

横
山
玄
位

加
白
山
怖
の
老
一
年
十
月
家
老
役
・若
年
前
無
効
、
加
刊
と
な
っ
た
が
、
一
辺
群
多
門
騒
人
。
政
組
の
授
す
る
時
幼
に
し
て
政

臣
杭
山
氏
第
四
代
。
忠
次
の
二
男
。
明
尚
一
苅
年
出
生
、

一
文
化
四
年
正
月
致
仕
し
て
隠
居
料
七
百
石
を
似
は
つ
一
=
一
の

一
を
受
け
、
天
明
四
年
悦
品
開
一
市
山
石
〈
内
二
千

母
は
仰
前
日
間
一
荊
右
衛
門
の
女
。
幼
名
三
郎
、
後
大
一
た
。
後
名
を
仲
間
加
と
抑
制
し
、六
年
九
且
九
日
夜
し
た
。

一
石
呉
力
知
千
石
岡
心
知
)
を
領
し
、
覧
政
五
年
家
老

腕
。
初
抑
忠
義
又
は
忠
間
山
O

延
迎
七
年
十
月
矢
忠
次

一
時

に

七

十

二

段

。

一

と

な

り

、
平
和
元
年
正
且
サ
抗
日
三
十
二
政
で
町
田
L

治
知
之
内
二
成
六
千
石
(
内
凶
千
石
典
力
知
)
を
全

一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
サ
タ
カ
横
山
政
孝
一

間
学
航
。
一
た
o
政
W

拍
手
口
子
制
、
自
制
?
と
鋭
し
、
山
間
瓜
品
川
に

け
、
天
和
元
年
改
作
法
胤
行
に
依

o
m分
間
千
石
を

一
字
は
訟
夫
、
致
蛍
と
慨
す
る
o
泊
都
小
抗
郎
・多
門
・
一
時
を
慰
ん
で
奇
才
が
あ
っ
た
。

加
へ
て
三
硝
石
を
領
し
た
が
、
病
に
依
っ
て
京
都
に
一
刊
紙
人
。
平
和
元
年
父
政
抱
の
伎
を
裂
い
た
が
、
幼
な
一

ヨ
コ
ヤ
マ
マ
サ
フ
ザ

横
山
正
房

杭
山
長
治
の

赴
き
、
同
年
六
且
十
六
日
そ
の
地
に
裂
し
た
o
平
年
一
る
を
以
て
宇
知
を
受
け
、成
長
し
て
悦
紘

一
一山
石
〈内

一
回
子
。
沼
群
志
陣

・
筑
後
。
父
の
配
分
知
五
百
石
を

ヨ
コ
ヤ
マ
ヤ
マ
シ
ロ
カ
シ
ブ
コ
ウ
シ
ヨ

横
山
山

城
家
士
武
功
舎

一
加
。
円
相
山
氏
家
士
の
各
武
功
を

お
出
い
た
巾
拭
を
集
め
、
米
に
新
庄
の
侍
・小
姓
・
留

守
厨
之
者
・弓
之
務
・餓
抱
之
者
の
姓
名
を
但
し
、
経

後
に

『A
n
四
円
二
十
八
人
以
上
元
利
二
年
二
且
十
七

日
航
山
山
城
守
』
と
あ
る
。

山
城
守
は
長
知
で
あ
ろ
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ラ
ン
ヱ
ン

横
山
岡
腕
名
は
茶
、
脱

は
附
焼
、
所
陪
を
蹄
好
聞
と
い
う
た
。
滞
の
老
隠
杭

受
け
、
前
回
綱
紀
に
医
用
せ
ら
れ
て
設
に
一
成
石
に

奈
っ
た
。
そ
の
職
は
瓜
治
こ
年
御
巾
小
将
御
番
町
、

寛
文
三
年
御
中
小
脈
問
、
延
貸
二
年
若
年
計
、
点
本

三
年
御
家
老
役
に
限
任
L
、
元
職
六
年
六
且
時
日
夜

し
た
。
子
孫
正
武
・
正
従
・政
鶴
・政
沈
・政
孝
嗣
ま
、

肺
々
一

一品
石
を
領
し
て
家
老
町
家
柄
で
あ
っ
た
。

ヨ
コ
ヤ
マ
モ
リ
チ
カ

横
山
守
知

泌
総
お
近
。

一
関
軍
治
。
長
知
の
六
到
。
正
保
三
年
以
知
老
後
の

融
六
千
石
を
配
分
せ
ら
九
、
人
持
組
に
列
L
、
泌
治

元
年
寺
枇
潜
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
延
町
四
年
制
死
。
防

五
十
。
男
子
皆
夫
逝
し
て
家
断
紛
し
た
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ヤ
ス
ハ
ル
横
山
康
玄

長
知
の
縞
子
。

小
字
三
郎
、
後
大
腕
。
天
正
十
八
年
飽
巾
守
山
に
生

ま
れ
、
入
践
の
時
初
め
て
前
川
利
長
に
泌
し
、
十
五

銭
に
し
て
そ
の
小
姓
と
な
っ
て
政
千
百
を
受
け
た
。

邸旧民
十
丸
年
長
知
の
滞
を
去
る
や
之
に
従
ひ
、
そ
の

踊
っ
た
時
亦
来
仕
し
て
直
に
大
坂
各
役
に
従
ひ
、
元

利
の一
仰
役
に
は
間
山
口
に
於
い
て
政
将
四
宮
五
右
衛

門
を
悠
、
設
年
家
老
に
列
L
、
職
四
千
石
を
射
し
、

立
永
八
年
前
倒
利
治
の
A

脱
出
川
か
ら
服
従
を
得
た
時
、

お
に
常
習
分
疏
し
た
る
功
に
よ
り
父
四
千
石
全
加

へ

前
後
九
千
石
ハ内
一
平
』
行
胤
(力
知
〉
に
束
。
、
正
保
二

年
九
且
Jl
八
日
常
〈
に
先
だ
っ
て
閉
山
し
た
か
ら
川
代
に

加
は
ら
ぬ
。
平
年
五
J
I
六
。
法
悦
M
H
倖
院
刃
加
宗
村

民
士
。


